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低周波数 (１Hz以下)のQ値の推定

Estimation of the low-frequency Q-value (below 1Hz)
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これまでの研究では波線理論を利用して周波数 1Hz以上のQ値を推定する例が多く，周波数 1Hz以下のQ値について
は観測データを用いた解析例はあまり多くない。そこで，周波数 1Hz以下の低周波数のQ値を推定する手法について検
討を行った．他の多くの研究では低周波数のQ値を、組織的なインバージョンをしなくて、試行錯誤手法等で推定してい
る。本研究では非線形インバージョン法と観測波形を用いて低周波数のQ値を推定した。研究の結果は長周期地震波を
精度良くシミュレーションするのに役に立つと考える。具体的には，次の手順で解析を行った。
ステップ 1．F-netで震源メカニズムが得られている地震の岩盤サイトで観測された記録を用いた。更に、0.1－ 1.0Hz

のフィルタをかけて、波形インバージョンで利用ができない低周波のノイズが多い記録があるかどうか確認して、ノイ
ズが少ない記録を選択した。2000年の鳥取県西部地震の地域を対象領域と見なしてデータの選択を行った。
ステップ 2．検討対象の各地点での１次元速度構造を決定した。3kmより深い構造については地震探査の結果を利用し

た。3kmより浅い構造についてはレシーバ関数法の結果を用いた。ここでは，[Miyakoshi et al., 2003]で得られた速度構
造を利用した。
ステップ 3．レシーバ関数結果に対して波形の一致度の検証が必要である。ここでは観測波形と波数離散化法でシミュ

レーションした波形に 0.1－ 1.0Hzのフィルタをかけて波形を比較し、一致している波形を選択した。インバージョンに
用いられる記録の全数は 102個となった。
ステップ 4．理論波形を計算し観測波形と比較しながら，Q値と震源特性の補正係数とサイト特性の補正係数をインバー

ジョンのパラメーターとし，非線形インバージョンを行った（Q値の推定にグリッド検索法、両補正係数の推定に線形イ
ンバージョン法を用いた）。
図 1は本研究で得られたQ値の結果と他研究の結果を比較する。比較するために、高周波数領域で有効であるスペク

トル・インバージョンの結果を選んだ。波線理論の現実的な幾何減衰を考慮したスペクトル・インバージョンの高周波
数のQ値と本研究の低周波数のQ値は良く一致している。震源特性の補正係数とサイト特性の補正係数は小さく、平均値
は 1.3－ 1.5倍である。これは、F-netの地震モーメントとレシーバ関数法で得られた速度構造の精度が十分高いためと
考えられる。

図 1．本研究のQ値（低周波）の結果と他研究のQ値（高周波）の比較。本研究の結果として、最適値であるQ = 180
と最低有効値であるQ = 80をプロットした（本研究の有効な 0.5－ 1Hzの低周波数範囲で）。高周波数のQ値結果を 4組
で示している。それは、（1）同じ鳥取領域の結果（Tottori）、（2）構造的に似ている領域の結果（Kinki）、（3）現実的な
幾何減衰を考慮したスペクトル・インバージョンの結果（実線）、と（4）単純化した球面幾何減衰を考慮したスペクト
ル・インバージョンの結果（破線）。
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